
一 般 質 問 一 般 質 問

05 №４０ 04№４０

駅
前
約
₃０
億
の
費
用
対
効
果

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商
店
街
を

髙
たか

橋
はし

悦
えつ

郎
ろう

 議員
（日本共産党）

工事着手されている大更駅前広場

髙
橋
議
員　
平
成
2４
年
３
月
に

策
定
さ
れ
た
「
大
更
駅
周
辺
及

び
隣
接
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
環

境
整
備
基
本
計
画
」
で
は
駅
前

広
場
・
駅
前
道
路
の
事
業
費
が

22
億
３
千
万
円
だ
っ
た
も
の
が
、

実
施
計
画
で
は
29
億
４
３
０
０

万
円
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
費
用

対
効
果
が
問
わ
れ
て
い
る
。
事

業
の
目
的
は
大
更
駅
周
辺
の
に

ぎ
わ
い
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る

が
、
肝
心
の
商
店
街
の
集
積
の

内
容
が
全
く
示
さ
れ
て
い
な
い
。

道
路
建
設
だ
け
が
先
行
し
て
い

る
。
本
当
に
に
ぎ
わ
い
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
る
の
か
。

市
長　
３０
億
円
近
い
事
業
費
は

社
会
資
本
整
備
交
付
金
と
合
併

特
例
債
な
ど
を
つ
ぎ
込
ん
だ
財

政
計
画
の
も
と
に
行
っ
て
い
る

の
で
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
大

更
駅
前
線
の
完
成
に
は
少
な
く

と
も
６
年
か
か
る
と
想
定
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
期
間
の
中
で

地
域
の
皆
さ
ん
や
商
工
会
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
慎
重
に
新

し
い
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
駅
前
商

店
街
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

髙
橋
議
員　
大
更
駅
前
開
発
で

は
、
そ
の
他
に
「
駅
前
顔
づ
く

り
施
設
」
と
「
複
合
施
設
」
の

建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
内
容
は
。

副
市
長　
ま
だ
具
体
的
に
詰
め

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
大

更
駅
を
降
り
て
あ
っ
と
思
う
よ

う
な
施
設
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

施
設
の
運
営
を
商
工
会
な
ど
と

の
組
合
形
式
で
い
く
か
、
新
た

に
市
も
出
資
し
た
形
で
の
会
社

が
い
い
の
か
詰
め
て
い
き
た
い
。

●
他
の
質
問
事
項　
一
般
ご
み

広
域
化
処
理
に
つ
い
て

渡
辺
議
員　
東
大
更
駅
利
用
者

や
地
域
住
民
か
ら
駅
に
公
衆
ト

イ
レ
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
に
ど
う
応
え
る
か
。

市
長　
地
域
や
関
係
者
と
の
懇

談
の
場
で
さ
ら
に
内
容
を
聞
き

た
い
。
無
人
駅
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
維
持
管
理
方
法
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

渡
辺
議
員　
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
東
大
更

駅
周
辺
部
の
「
快
適
な
待
ち
合

わ
せ
広
場
の
確
保
」「
車
窓
か

ら
の
風
景
、
鉄
道
沿
線
の
景
観

形
成
」
の
具
体
案
の
検
討
は
。

市
長　
今
後
、
地
域
課
題
や
事

業
の
優
先
度
、
関
連
事
業
と
の

連
携
や
相
乗
効
果
、
経
済
情
勢

の
変
化
な
ど
を
見
据
え
な
が
ら

検
討
す
る
と
と
も
に
、
東
大
更

駅
周
辺
か
ら
の
岩
手
山
の
眺
望

や
水
田
風
景
な
ど
景
観
の
保
全

に
努
め
た
い
。

元
気
な
ま
ち
の
戦
略

渡
辺
議
員　
地
域
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
崩
れ
、
地
域
の
再
生

が
急
務
で
あ
る
。
地
元
の
祭
り

な
ど
文
化
資
源
を
活
用
し
地
域

を
元
気
で
明
る
く
す
る
施
策
と

戦
略
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
国
の
総
合
戦
略
で
は
、

地
域
の
文
化
資
源
を
生
か
し
た

取
り
組
み
や
、
魅
力
の
国
内
外

へ
の
積
極
的
な
発
信
な
ど
に
必

要
な
取
り
組
み
の
実
施
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
第
２
次
市
総
合

計
画
で
は
文
化
施
策
を
定
め
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

渡
辺
議
員　
木き

村む
ら
泰た

い
賢け

ん
な
ど
郷

土
の
偉
人
や
先
人
を
教
材
に
し

た
学
習
を
進
め
て
は
。

教
育
長　
学
校
の
教
育
活
動
で
、

教
職
員
や
児
童
生
徒
が
触
れ
る

機
会
を
捉
え
て
い
き
た
い
。

東
大
更
駅
周
辺
の
整
備
計
画

地
域
や
関
係
者
の
意
見
聴
収

渡
わた

辺
なべ

義
よし

光
みつ

 議員
（新政クラブ）

工
藤
議
員　
各
分
団
に
配
備
し

て
い
る
防
火
衣
の
更
新
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長　
単
年
度
で
布
製
の
防
火

衣
に
一
斉
更
新
は
難
し
い
の
で
、

計
画
的
に
更
新
を
行
い
た
い
。

工
藤
議
員　
婦
人
消
防
協
力
隊

の
防
災
活
動
従
事
中
の
傷
害
補

償
が
あ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
日
帰
り
入
院
も
補
償
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
日
本
消
防

協
会
に
補
償
内
容
の
見
直
し
を

要
望
し
た
い
。

希
望
郷
い
わ
て
国
体

工
藤
議
員　
宿
泊
や
弁
当
の
料

理
メ
ニ
ュ
ー
は
、
八
幡
平
市
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
好
機
と

期
待
し
て
い
る
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

市
長　
地
元
食
材
を
使
用
し
た

食
事
や
弁
当
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
農
産
物
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
き
た
い
。

工
藤
議
員　
行
政
や
観
光
協
会
、

商
工
会
が
中
心
と
な
り
、
夜
の

飲
食
店
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
作
成

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介
な
ど

を
進
め
て
は
。

産
業
建
設
部
長
　
内
容
を
検
討

し
、
新
し
く
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
な

ど
を
作
成
し
た
い
。

情
報
モ
ラ
ル
の
教
育

工
藤
議
員　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
Ｓ

Ｎ
Ｓ
利
用
に
対
す
る
情
報
モ
ラ

ル
研
修
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
市
内
の
小
中
学
校
で

は
、
教
職
員
を
対
象
と
し
た
も

の
だ
け
で
な
く
、
家
庭
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
児
童
生
徒
と
保
護
者

が
一
緒
に
研
修
す
る
場
を
設
定

し
て
い
る
学
校
も
多
く
あ
る
。

消
防
団
員
の
防
火
衣
更
新

今
後
計
画
的
に
整
備
す
る

工
く

藤
どう

隆
りゅういち

一 議員
（八起会）

東大更駅から望む岩手山
地域を守る使命を果たす消防団員
（６月21日・消防演習）
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ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
キ
ャ
ン
プ
地

関
係
機
関
へ
要
請
し
て
い
る

古
ふる

川
かわ

津
つ

好
よし

 議員
（緑松会）

国内12開催地の一つに選ばれた釜
石市（３月２日・=釜石市提供＝）

古
川
議
員　
２
０
１
９
年
（
平

成
３1
年
）
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
会
場
に
釜
石
市
が

選
ば
れ
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
宿

泊
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
八

幡
平
市
は
、
出
場
国
の
キ
ャ
ン

プ
地
に
立
候
補
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
市
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。

市
長　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
大

使
館
を
は
じ
め
、
関
係
者
へ
要

請
を
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
プ
地

の
立
候
補
に
必
要
な
施
設
や
宿

泊
、
環
境
な
ど
の
要
件
を
満
た

す
よ
う
施
設
整
備
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
合
宿
誘
致
も
視
野
に
入
れ

て
取
り
組
み
た
い
。

宿
泊
半
額
補
助
旅
行
券

古
川
議
員　
全
国
で
販
売
さ
れ

る
宿
泊
半
額
補
助
の
旅
行
券
の

効
果
を
八
幡
平
市
に
結
び
付
け

る
た
め
に
も
、
観
光
動
画
の
充

実
が
必
要
で
は
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長　
動
画
を
作
成

す
る
た
め
の
人
材
と
財
源
が
課

題
と
な
る
。
輝ひ
か
り調

整
振
興
会
議

の
中
で
協
議
し
た
い
。

平
和
都
市
宣
言
の
広
報

古
川
議
員　
国
際
会
議
で
は
核

廃
絶
へ
の
合
意
が
得
ら
れ
ず
に

い
る
が
、
八
幡
平
市
は
世
界
平

和
を
希
求
し
、
核
兵
器
廃
絶
平

和
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
こ
と

を
市
民
に
知
ら
せ
る
た
め
の
方

策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
市
民
の
目
に
見
え
る
よ

う
に
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣

言
の
看
板
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。

●
他
の
質
問
事
項　
跡
地
利
用

に
つ
い
て

山
本
議
員　
旧
安
代
町
は
単
独

で
の
町
政
運
営
は
困
難
に
な
る

と
し
て
合
併
を
選
択
し
た
が
、

安
代
地
区
の
人
口
減
少
に
よ
る

過
疎
化
の
進
行
は
著
し
い
。
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
住

民
が
暮
ら
し
や
す
さ
を
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的
な

取
り
組
み
は
。

市
長　
人
口
減
少
は
市
単
独
の

事
業
展
開
だ
け
で
は
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
は
厳
し
い
。
い
か

に
市
民
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

を
目
指
し
て
い
く
の
か
、
次
期

総
合
計
画
で
提
示
し
た
い
。

山
本
議
員　
中
心
部
だ
け
で
な

く
地
域
全
体
の
活
性
化
の
た
め
、

各
地
域
振
興
協
議
会
事
業
計
画

を
市
の
計
画
に
反
映
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長　
総
合
計
画
の
策
定
と
並

行
し
て
進
め
て
い
る
人
口
減
少

や
定
住
化
対
策
に
特
化
し
た
総

合
戦
略
の
策
定
に
当
た
り
、
各

地
域
振
興
協
議
会
と
の
意
見
交

換
の
場
を
設
け
、
反
映
で
き
る

内
容
を
整
理
し
た
い
。

教
育
施
設
・
備
品
を

地
域
で
有
効
に
活
用

山
本
議
員　
矢
神
教
員
住
宅
は

高
齢
者
住
宅
と
し
て
改
修
し
て

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
矢
神
教
員
住
宅
は
老

朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
現

状
で
の
改
修
は
困
難
で
あ
り
解

体
を
進
め
る
。
解
体
後
の
敷
地

の
活
用
は
市
長
部
局
に
移
管
し

た
上
で
検
討
し
た
い
。

山
本
議
員　
旧
田
山
中
学
校
に

残
っ
て
い
る
備
品
は
、
有
効
活

用
す
べ
き
で
あ
る
。

教
育
長　
活
用
で
き
る
備
品
は
、

地
域
の
た
め
に
有
効
に
活
用
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
域
全
体
の
活
性
化
が
大
事

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
目
指
す

山
やま

本
もと

　榮
さかえ

 議員
（日本共産党）

２課1５人体制の安代総合支所

米
田
議
員　
市
道
路
整
備
計
画

で
は
、
市
道
砂
田
永
持
線
の
整

備
時
期
は
1０
年
以
降
か
2０
年
の

着
手
予
定
で
あ
る
が
、
新
庁
舎

の
主
要
道
路
で
あ
る
市
道
南
北

線
と
接
続
す
る
道
路
で
あ
る
こ

と
や
、
平
舘
高
校
へ
の
通
学
路

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に

判
断
す
れ
ば
、
整
備
時
期
は
実

態
に
即
し
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。

市
長　
同
計
画
は
、
道
路
整
備

環
境
に
重
要
な
変
更
が
生
じ
た

場
合
に
は
適
宜
見
直
す
こ
と
に

し
て
い
る
。
市
道
砂
田
永
持
線

は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
平
舘

野
駄
地
区
の
圃
場
整
備
事
業
区

域
内
の
幹
線
道
で
あ
り
、
該
当

す
る
と
考
え
て
い
る
。
事
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
調
整
を
図
り
な

が
ら
整
備
を
進
め
る
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域

八
幡
平
市
指
定
ゼ
ロ

米
田
議
員　
土
砂
災
害
防
止
法

で
は
、「
県
は
、
警
戒
避
難
体

制
を
特
に
整
備
す
べ
き
土
地
の

区
域
を
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

と
し
て
指
定
で
き
る
」
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
八
幡
平
市
は
土

砂
災
害
危
険
箇
所
が
１
６
９
カ

所
と
特
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
指
定
が
さ
れ
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

市
長　
一
部
の
区
域
で
19
・
2０

年
度
に
開
催
し
た
住
民
説
明
会

で
は
、
指
定
に
伴
う
風
評
被
害

な
ど
の
懸
念
の
声
が
出
さ
れ
た

が
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
に
、
早
期
に
土
砂
災
害

警
戒
区
域
の
指
定
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
本
年
度
か
ら
危
険
箇

所
を
対
象
に
住
民
説
明
会
を
開

催
す
る
こ
と
で
県
と
協
議
を
進

め
て
い
る
。

市
道
路
整
備
計
画
の
妥
当
性

必
要
に
応
じ
て
適
宜
見
直
す

米
まい

田
た

定
さだ

男
お

 議員
（日本共産党）

市道南北線と接続する砂田永持線


